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34
年
前
の
声

　

２
０
２
４
年
３
月
17
日
付
読
売
新
聞
の

書
評
欄
に
、「
混
迷
の
今
響
く
34
年
前
の

声
」
と
題
し
て
、
鵜
飼
哲
夫
編
集
委
員

が
、
高こ
う

坂さ
か

正ま
さ

尭た
か

著
『
歴
史
と
し
て
の
二
十

世
紀
』を
紹
介
し
た
。
次
の
内
容
で
あ
る
。

＊　

 

「
ユ
ダ
ヤ
人
は
偉
大
な
民
族
で
す
が
、
国

を
つ
く
る
と
狂
信
的
で
あ
り
す
ぎ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
イ
ス
ラ
エ
ル
が
中

東
で
や
っ
て
い
る
こ
と
を
見
る
と
、
気
が

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　

こ
れ
は
い
つ
の
発
言
だ
と
思
う
だ
ろ
う

か
。
34
年
前
の
１
９
９
０
年
で
あ
る
。
で

は
、
次
は
ど
う
だ
ろ
う
。「
ロ
シ
ア
に
大

国
を
や
め
る
と
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」

　

こ
れ
も
ま
た
冷
戦
終
結
期
の
90
年
に
全

６
回
で
行
わ
れ
た
講
演
で
の
発
言
で
あ

る
。
声
の
主
は
国
際
政
治
学
者
の
高
坂
正

尭
（
１
９
３
４
～
96
年
）
だ
。
ハ
マ
ス
に
よ

る
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
奇
襲
攻
撃
を
発
端
と

す
る
戦
闘
に
終
息
の
気
配
は
見
え
ず
、
報

復
攻
撃
に
よ
る
死
者
は
３
万
人
を
超
え
て

い
る
。
２
年
前
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
も
終
わ
り
が
見
え
な

い
」

m

湾
岸
戦
争
で
の
自
重

　

で
は
、
34
年
前
の
１
９
９
０
年
は
、
ど

の
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
中

東
で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
対
応
を
迫
ら
れ

て
い
る
事
件
が
２
つ
起
き
て
い
た
。
湾
岸

戦
争
（
１
９
９
０
年
８
月
～
91
年
２
月
）
と
、

第
１
次
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ダ
で
あ
る
。

　

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
が
、
双
方
が
消

耗
し
た
形
で
１
９
８
８
年
に
終
息
し
た

後
、
今
度
は
そ
の
イ
ラ
ク
が
ク
ウ
ェ
ー
ト

を
侵
略
し
た
。
こ
の
侵
略
に
対
し
て
、
ア

滝
川
義
人

無
知
と
偏
見

日
本
の
非
常
識
か
ら
み
た
中
東
の
非
常
識

―
― 

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
傾
向
を
強
め
る
メ
デ
ィ
ア
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た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
権
団
体
ベ
ツ
ェ

レ
ム
（B'Tselem

）
の
調
査
に
よ
る
と
、

犠
牲
者
数
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
間
人
２

７
１
人
（
う
ち
94
人
は
管
理
地
区
で
死
亡
）、

兵
士
１
５
０
人
（
同
91
人
）、
パ
レ
ス
チ
ナ

人
１
３
７
６
人
。
１
１
０
０
人
は
交
戦
に

よ
る
死
亡
、
残
り
は
各
組
織
が
ス
パ
イ
容

疑
で
殺
害
し
た
と
い
う
。
な
お
、
ジ
ュ
ー

イ
ッ
シ
ュ
・
バ
ー
チ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

（JVL

）
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
側
の
負
傷
者
が

３
５
０
０
人
（
う
ち
民
間
人
１
４
０
０
人
）

を
超
え
る
と
し
て
い
る
。

m

イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ダ
の
政
治
利
用

　

こ
の
種
の
テ
ロ
に
は
民
主
主
義
国
家
な

ら
同
じ
よ
う
な
対
処
を
す
る
。
こ
の
時
も

ゆ
が
ん
だ
報
道
の
仕
方
が
見
ら
れ
た
。
イ

ン
テ
ィ
フ
ァ
ダ
の
研
究
者
で
ハ
イ
フ
ァ
大

で
教
鞭
を
と
る
ル
ー
ベ
ン
・
ア
ハ
ロ
ニ
教

授
は
、「
パ
レ
ス
チ
ナ
の
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ

ダ
」
と
題
す
る
論
文
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

 

「
暴
動
が
増
幅
拡
大
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
側

の
被
害
も
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
イ
ン

テ
ィ
フ
ァ
ダ
の
政
治
的
成
果
は
あ
が
っ

た
。
住
民
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
治
安
部
隊
と

の
間
に
展
開
す
る
日
常
的
な
小
競
り
合
い

は
、
メ
デ
ィ
ア
に
大
々
的
に
報
じ
ら
れ
、

そ
の
お
陰
で
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
が
注
目
さ

れ
、
国
際
社
会
の
意
識
の
中
に
Ｐ
Ｌ
Ｏ
を

押
し
戻
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
友
好
的
な

諸
国
で
は
、
著
名
人
や
政
界
要
人
そ
し
て

メ
デ
ィ
ア
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
政
策
を
厳

し
く
批
判
し
た
。
各
国
政
府
と
国
際
機
関

は
、
暴
動
鎮
圧
の
方
法
を
非
難
し
た
」

m

オ
ス
ロ
合
意
の
舞
台
裏

　

湾
岸
戦
争
の
後
に
開
催
さ
れ
た
の
が
、

マ
ド
リ
ッ
ド
平
和
会
議
（
１
９
９
１
年
10
月
）

で
あ
る
。
こ
の
会
議
で
生
ま
れ
た
の
が
、

イ
ス
ラ
エ
ル
が
ヨ
ル
ダ
ン
・
パ
レ
ス
チ
ナ

代
表
団
と
平
和
交
渉
を
行
な
う
方
式
だ
っ

た
。
し
か
し
こ
の
交
渉
は
、
１
９
９
３
年

３
月
時
点
で
行
き
詰
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
点
で
イ
ス
ラ
エ
ル
は

別
の
交
渉
ル
ー
ト
を
作
っ
て
い
た
。
１
９

８
０
年
代
後
半
か
ら
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
研

究
者
た
ち
（
ヨ
ッ
シ
・
ベ
イ
リ
ン
、
ヤ
イ
ル
・

ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ド
、ロ
ン
・
ブ
ン
ダ
ク
等
）
が
、

オ
ス
ロ
で
Ｐ
Ｌ
Ｏ
と
秘
密
裡
に
接
触
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
１
９
９
２
年
の
総
選
挙

後
、
ラ
ビ
ン
政
権
が
成
立
、
シ
モ
ン
・
ペ

レ
ス
外
相
を
中
心
に
ヨ
ッ
シ
・
ベ
イ
リ
ン

外
務
次
官
ら
が
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ
と
秘
密
協
議
を

続
け
、
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
の
が
、
オ
ス

ロ
の
原
則
宣
言
（
Ｄ
Ｏ
Ｐ
、
１
９
９
３
年
８

メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
28
カ
国
の
多
国

籍
軍
が
（
ア
ラ
ブ
は
エ
ジ
プ
ト
、
サ
ウ
ジ
、
シ

リ
ア
を
含
め
９
カ
国
が
参
加
）
イ
ラ
ク
軍
と

戦
い
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
か
ら
撃
退
し
た
。
Ｐ

Ｌ
Ｏ
は
イ
ラ
ク
を
支
持
し
、
日
本
は
、
多

国
籍
軍
側
に
つ
い
た
が
、
実
に
１
３
０
億

ド
ル
を
拠
出
し
、
金
だ
け
で
こ
と
を
済
ま

す
国
と
し
て
批
判
さ
れ
た
。

　

こ
の
戦
争
で
イ
ラ
ク
は
、
ア
ラ
ブ
の
対

応
を
分
裂
さ
せ
る
意
図
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル

に
ミ
サ
イ
ル
39
発
を
発
射
し
、
38
発
が
着

弾
し
た
。
死
者
13
人
、
重
軽
傷
者
２
０
８

人
、
建
物
全
半
壊
１
３
０
２
棟
（
公
共
施

設
23
、
ア
パ
ー
ト
６
１
４
２
ユ
ニ
ッ
ト
を
含
む
）。

路
上
に
駐
車
さ
れ
て
い
た
車
50
両
も
破
壊

さ
れ
た
。

　

日
本
で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
い
つ
参
戦

す
る
か
を
最
大
の
関
心
事
と
す
る
新
聞
記

者
７
～
８
名
が
大
使
館
前
の
道
路
に
24
時

間
体
制
で
張
り
つ
い
た
。
紛
争
の
性
格
、

背
景
な
ど
は
一
切
考
慮
せ
ず
、
イ
ス
ラ
エ

ル
は
好
戦
的
だ
か
ら
参
戦
は
時
間
の
問
題

と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
イ

ス
ラ
エ
ル
は
参
戦
し
な
か
っ
た
。ル
イ
ス
・

ガ
ッ
ト
マ
ン
応
用
社
会
研
究
所
の
世
論
調

査
に
よ
る
と
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
民
は
、
多

国
籍
軍
の
航
空
戦
が
始
ま
っ
て
１
週
間
の

段
階
で
94
％
、
ミ
サ
イ
ル
35
発
が
着
弾
し

た
段
階
で
74
％
が
自
重
を
支
持
。
イ
ス
ラ

エ
ル
国
民
は
狂
信
的
に
反
応
し
な
い
。

m

イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ダ
の
現
実

　

第
２
が
、
管
理
地
区
の
ウ
エ
ス
ト
バ
ン

ク
、
ガ
ザ
そ
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
国
内
で
荒

れ
狂
っ
た
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ダ
（
１
９
８
７

～
91
年
）
で
あ
る
。
発
火
点
に
な
っ
た
の

が
ガ
ザ
で
あ
っ
た
。
１
９
８
７
年
５
月
18

日
、
イ
ス
ラ
ム
聖
戦
の
メ
ン
バ
ー
６
人
が

ガ
ザ
の
中
央
刑
務
所
か
ら
脱
獄
し
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
将
校
１
人
を
殺
害
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
治
安
部
隊
と
の
交
戦
に
発
展
し
た
。

　

12
月
８
日
に
は
ガ
ザ
の
市
場
で
買
物
中

の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
１
人
が
刺
殺
さ
れ
、

翌
日
エ
レ
ズ
検
問
所
付
近
の
自
動
車
事
故

で
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
住
民
４
人
が
死
亡
、

７
人
が
負
傷
し
た
。
ジ
ャ
バ
リ
ヤ
難
民
キ

ャ
ン
プ
で
は
、
自
動
車
事
故
は
報
復
が
目

的
と
い
う
噂
が
流
れ
、
こ
れ
が
暴
動
に
発

展
し
、
ガ
ザ
か
ら
ウ
エ
ス
ト
バ
ン
ク
へ
広

が
っ
た
。
こ
れ
は
武
力
闘
争
と
し
て
組
織

化
さ
れ
、
４
つ
の
機
関
が
別
々
に
指
揮
し

た
。
統
一
民
族
司
令
部
（
フ
ァ
タ
ハ
、
民
主

戦
線
、
人
民
戦
線
、
共
産
党
。
後
に
Ｐ
Ｌ
Ｏ
が
名

を
連
ね
た
）、
ハ
マ
ス
、
パ
レ
ス
チ
ナ
左
翼

集
団
、
イ
ス
ラ
ム
聖
戦
で
あ
る
。
バ
ス
停

で
バ
ス
を
待
つ
人
の
背
後
を
ナ
イ
フ
で
襲

い
、
火
災
瓶
を
家
に
投
げ
込
み
、
あ
る
い

は
自
動
車
で
故
意
に
通
行
人
を
轢ひ

く
な
ど

の
テ
ロ
も
、
暴
動
の
一
環
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ダ
で
、
火
災
瓶
投と

う

擲て
き

事
件
が
３
６
０
０
件
以
上
、
手
榴
弾
投

擲
事
件
が
１
６
０
件
以
上
、
銃
撃
お
よ
び

仕
掛
け
爆
薬
事
件
が
６
０
０
件
以
上
起
き

た
き
が
わ 

よ
し
とl
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ

ル
軍
事
紛
争
の
研
究
者
。
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使

館
前
チ
ー
フ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ

サ
ー
、中
東
報
道
研
究
機
関
〈
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
〉

日
本
代
表
。
ミ
ル
ト
ス
刊
の
著
書
に
『
日
本

型
思
考
と
イ
ス
ラ
エ
ル
』、
訳
書
に
『
深
淵

よ
り 

ラ
ビ
・
ラ
ウ
回
想
録
』『
甦
り
と
記
憶
』

『
ケ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
・
イ
ス
ラ
エ
ル
』
他
多
数
。
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の
事
実
、
規
模
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
否
定

す
る
。

⑧
イ
ス
ラ
エ
ル
国
の
行
動
に
対
し
、
ユ
ダ

ヤ
人
に
集
団
責
任
を
問
う
。

⑨
現
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
政
策
を
ナ
チ
の
政

策
と
比
較
す
る
。

⑩
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
自
決
権
を
、
例
え
ば
イ

ス
ラ
エ
ル
の
存
在
は
人
種
主
義
者
の
試

み
と
し
て
、
否
定
す
る
。

m

メ
デ
ィ
ア
の
危
険
な
傾
向

　

以
前
紹
介
し
た
日
本
研
究
者
の
ロ
テ

ム
・
コ
ー
ネ
ル
教
授
は
、
以
上
の
状
況
を

次
の
よ
う
に
概が
い

括か
つ

し
て
い
る
。

 

「
中
国
と
同
様
、
現
在
の
イ
ス
ラ
エ
ル
・

ハ
マ
ス
戦
争
が
、
日
本
で
転
換
点
と
な
っ

た
。
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と
ユ
ダ
ヤ
肯
定
主
義

が
ぶ
つ
か
り
、
２
つ
の
態
度
そ
し
て
イ
ス

ラ
エ
ル
に
対
す
る
見
解
に
つ
い
て
、
そ
の

区
別
が
ぼ
や
け
た
。
日
本
政
府
は
、
他
の

Ｇ
７
諸
国
と
足
並
み
を
揃
え
、
一
歩
進
ん

で
イ
ス
ラ
エ
ル
の
軍
事
対
応
を
支
持
し
た

が
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
行
動
に
関
し
て
、
い
つ
も
の
よ
う
に
詮

索
と
批
判
に
終
始
し
た
。
新
聞
記
事
と
テ

レ
ビ
の
報
道
は
、
ガ
ザ
住
民
の
苦
し
み
に

焦
点
を
当
て
、
こ
の
暴
力
の
応
酬
連
鎖
の

直
接
の
原
因
と
、
そ
の
事
件
で
拉
致
さ
れ

た
人
々
と
そ
の
家
族
の
苦
悩
を
見
逃
し
た
。

　

ナ
チ
党
の
准
軍
事
組
織
に
よ
る
悪
名
高

い
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
――
水
晶
の
夜
事
件
―

―
か
ら
85
年
。
そ
の
記
念
日
の
翌
日
、
左

寄
り
の
主
要
紙
朝
日
新
聞
は
、
よ
く
知
ら

れ
た
コ
ラ
ム
「
天
声
人
語
」
で
、
今
日
日

本
で
見
ら
れ
る
、
反
イ
ス
ラ
エ
ル
感
情
と

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
が
か
ら
み
合
う
多
義
的
意

味
合
い
を
示
し
た
。
記
事
は
、
か
つ
て
１

９
３
８
年
の
犠
牲
者
で
あ
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人

が
、
今
日
加
害
者
と
な
り
、『
パ
レ
ス
チ

ナ
の
人
々
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
集
団
殺
害
）

の
重
大
な
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
』

と
嘆
い
た
」

 

（
Ｒ
・
コ
ー
ネ
ル
他
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と
ユ
ダ
ヤ

肯
定
主
義
が
手
を
組
ん
で
併
存
す
る
時
――
現
代

東
ア
ジ
ア
に
み
ら
れ
る
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
態

度
」、
ル
ー
ト
レ
ジ
刊
学
術
誌
「
偏
見
の
パ
タ
ー

ン
」
よ
り
）

　

ア
メ
リ
カ
政
府
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
行
為

は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
で
は
な
い
と
発
表
す
る

と
、毎
日
新
聞
は
５
月
14
日
付
夕
刊
の「
近

事
片
々
」
で
、「『
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
大
量

虐
殺
）
で
は
な
い
』。
で
あ
れ
ば
、
ま
だ
許

さ
れ
る
と
い
う
の
か
。『
国
際
人
道
法
に

は
則
し
て
い
な
い
』。
だ
か
ら
、
も
っ
と

う
ま
く
や
れ
、
と
で
も
言
い
た
い
の
か
。

『
す
ぐ
や
め
る
』
が
道
理
で
も
イ
ス
ラ
エ

ル
は
例
外
か
――
」
と
揶
揄
し
た
。

　

日
本
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
の
世
界
征
服
陰
謀

や
経
済
支
配
が
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
主
流
で

あ
っ
た
が
、
最
近
は
主
流
新
聞
が
主
導
す

る
形
で
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
云
々
で
イ
ス
ラ

エ
ル
を
非
難
す
る
手
口
が
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
危
険
な
兆
候
で
あ
る
。

月
30
日
付
）
で
あ
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
が
狂

信
的
な
ら
、こ
の
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。

m

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
定
義

　

鵜
飼
編
集
委
員
は
、
高
坂
氏
の
言
葉
を

借
り
て
イ
ス
ラ
エ
ル
を
作
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人

狂
信
者
の
せ
い
で
３
万
を
超
え
る
犠
牲
者

が
出
て
い
る
と
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
侵
略

中
の
ロ
シ
ア
と
並
べ
、
国
際
社
会
の
正
義

を
破
る
世
界
の
２
大
元
凶
と
言
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。無
知
と
偏
見
の
典
型
で
あ
る
。

　

ベ
ル
リ
ン
に
本
部
を
置
く
「
国
際
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
記
憶
同
盟
（
Ｉ
Ｈ
Ｒ
Ａ
）
は
、

英
米
独
仏
伊
を
は
じ
め
と
す
る
欧
米
諸
国

と
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
含
む
35
カ
国
で
構
成
さ
れ

る
、
政
府
間
協
議
の
組
織
で
あ
る
が
、
２

０
１
６
年
３
月
26
日
の
ブ
カ
レ
ス
ト
会
議

で
、
行
動
基
準
と
し
て
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義

の
定
義
を
行
な
っ
た
。次
の
内
容
で
あ
る
。

　

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
関
す

る
認
知
の
仕
方
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対

す
る
憎
悪
の
形
で
表
明
さ
れ
る
場
合
が
多

い
。
言
語
の
う
え
か
ら
或
い
は
、
物
理
的

手
段
に
よ
る
表
明
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
或
い
は

非
ユ
ダ
ヤ
人
と
そ
の
資
産
、
ユ
ダ
ヤ
人
共

同
体
の
施
設
、
宗
教
施
設
に
向
け
ら
れ

る
。
…
…
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
は
、
人
間
に
危

害
を
及
ぼ
す
こ
と
を
企
む
と
し
て
、
頻
繁

に
ユ
ダ
ヤ
人
を
告
発
し
、〝
物
事
が
う
ま

く
い
か
な
い
〟
こ
と
を
ユ
ダ
ヤ
人
の
せ
い

に
し
て
非
難
す
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
を
邪
悪
な

存
在
と
し
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
性
格
を
特
徴

と
す
る
と
の
固
定
観
念
に
縛
ら
れ
、
演

説
、
記
事
、
視
覚
手
段
、
実
力
行
使
で
表

明
す
る
。

　

社
会
生
活
に
お
け
る
今
日
の
反
ユ
ダ
ヤ

主
義
は
、
メ
デ
ィ
ア
、
学
校
、
企
業
そ
し

て
宗
教
分
野
に
見
ら
れ
、
次
の
点
を
特
徴

と
す
る
が
、
こ
れ
が
す
べ
て
で
は
な
い
。

①
集
団
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
パ
ワ
ー
（
世
界

征
服
陰
謀
、
メ
デ
ィ
ア
、
経
済
、
政
府
そ
の

他
社
会
組
織
の
支
配
な
ど
）
を
理
由
に
、

ユ
ダ
ヤ
人
に
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
い
い

が
か
り
を
す
る
。

②
過
激
思
想
あ
る
い
は
宗
教
上
の
過
激
な

見
解
を
も
と
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
殺
害
を
正

当
化
す
る
。

③
１
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
あ
る
い
は
一
集
団
に

よ
る
実
際
の
、
あ
る
い
は
想
像
上
の
犯

罪
行
為
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
全
体
を
非
難
す

る
。

④
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
、
で
っ
ち
あ
げ
、
あ

る
い
は
誇
張
と
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
全
体

あ
る
い
は
イ
ス
ラ
エ
ル
を
非
難
す
る
。

⑤
ユ
ダ
ヤ
人
は
居
住
す
る
国
よ
り
も
イ
ス

ラ
エ
ル
と
ユ
ダ
ヤ
人
世
界
に
忠
実
で
あ

る
と
し
て
、
非
難
す
る
。

⑥
他
の
民
主
々
義
国
家
に
は
期
待
な
い
し

は
要
求
さ
れ
な
い
態
度
を
求
め
、
二
重

基
準
を
適
用
す
る
。

⑦
ナ
チ
ド
イ
ツ
と
そ
の
支
持
者
が
犯
し
た

ユ
ダ
ヤ
民
族
に
対
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド


